
 

 

 
    
 

 
 
児童生徒質問調査及び学校質問調査には、学習指導要領や生徒指導提要等で述べられている、「このような児

童生徒を育成したい」という願いが込められている質問が多くあります。とりわけ、児童生徒質問調査によっ
て、当該学年児童生徒の学習と生活の状況について、その特徴や傾向を読み取ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自校のカリキュラム・マネジメントと指導
改善に質問調査の結果を活用しましょう 
を明確にする一助となります。 

１ 令和８年度の質問調査の結果（岐阜県）から見えてきたことは何でしょうか？ 

児童生徒 
質問調査 

「学びの主体的な調整」ができていると考えていると考える児童生徒ほど、正答率・

スコアが高い傾向にあります。 

 （１）授業改善に関する取組状況 

主体的な学習の調整 
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「授業で工夫して発表していた」「課

題の解決に向けて自分から取り組ん

だ」「学んだことを生かしながら考えを

まとめていた」等、「主体的・対話的で

深い学び」に取り組んだと考えている

児童生徒は、小・中学校とも全国平均

より高いことが分かります。 

 

主体的に学習を調整できていると考

える児童生徒は、小・中学校ともに全

国平均より高いことが分かります。主

体的に学習を調整できていると考える

児童生徒の方が、各教科の正答率・ス

コアが高い傾向が見られます。 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を進めるためには、児童生徒が学習の見通しをも
ち、よりよく学ぶことができるよう方略を工夫したり、振り返ったりしながら、自らに適した学習過程となるよう調整
できる機会を計画的に取り入れるよう工夫することが大切です。 
児童生徒が自ら学習課題や学習活動を選択する機会を設けたり、単元・題材等の計画や評価規準を児童生

徒とあらかじめ共有したり、よりよく学習するための方略を教師や他者の取組から学び自ら工夫できるようにする
など、個に応じた学習過程の充実を目指しましょう。 

 

授業の中で、児童生徒が自らの学習を主体的に調整できるように工夫しましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）ICTの活用と情報活用能力に関する学習状況 

ICT機器の活用頻度 

ICTを学習に活用する力 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「ICT機器を活用する自信がある児童生徒ほど、各教科の

正答率・スコアが高い傾向が見られます。 

「探究的な学び」にも ICTが活用されています。 
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ICT機器の活用頻度に関して、「ほぼ

毎日」使用していると回答した児童生

徒の割合は、小・中学校ともに全国平

均より高いことが分かります。特に、

中学校においては、ほぼ毎日使用して

いる生徒の割合は５割を超え、全国平

均を約 20ポイント上回っています。 

 

ICT 機器を活用する自信に関して、

小学校では全国平均をやや下回ってい

ますが、中学校では全国平均より高い

ことが分かります。ICT 機器を活用す

ることができると考えている児童生徒

ほど、各教科の正答率・スコアが高い

傾向が見られます。 

 

児童生徒が ICTを活用することに自信がもてる環境づくりをしましょう。 

多様な児童生徒の「深い学び」を確かなものにするためには、ICT の活用を教具的発想に留めることなく、
個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実が図れるよう、学習者の学習ツールとしての発想に立った授業
を構想し、児童生徒の可能性を引き出すことが重要です。 
また、「言語能力」と併せて、各教科等の内容を通じて「情報活用能力」を育成し、探究的な学びの基盤とし
て活用することが求められます。 
児童生徒が、自らの学習を主体的に調整できるよう、多様な学びの在り方を示すとともに一人一人の学び
の価値を互いに認め合う機会の充実を図りましょう。 

各教科等で身に付けた ICT機器を

目的に応じて活用する力が、総合的

な学習の時間の「探究的な学び」に

おいても発揮されています。ただ

し、他の授業よりは、全国の活用頻

度との差は大きくありません。 
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令和９年度は、どの質問に注目しますか。令和８年度の実績に基づいて、目標を何％に設定しますか。

その目標値に近付くために、具体的に何に取り組んでいきますか。 

自校で各職員が書き出したことを取りまとめ、学習指導部会、学年部会、教科部会、研究推進委員会等

で話題に挙げ、さらなる授業改善に向けて学校全体で取り組みましょう。 

自己肯定感、自己有用感、幸福感、協働性 

 

 （３）児童生徒のウェルビーイングに関する状況 

「協力しながら課題の解決に取り組んでい
る」と回答した児童生徒の割合は、小・中学校
ともに 55％以上で、全国平均より高いことが分
かります。 

 

 

 

自己肯定感、自己有用感、幸福感に関する質問
に対して、「当てはまる」「よくある」と回答した
児童生徒の割合は、全国平均と比べて小学校で低
く、中学校で高いことが分かります。 

 

児童生徒が「知りたい」「や
ってみたい」と、問いや願い
をもって自ら学習に取り組め
るようになるには、学習に見
通しをもって試行錯誤しなが
ら取り組み、その過程と結果
を振り返る営みを継続するこ
とが大切です。また、仲間や
教師が温かく認めてくれてい
るという心理的安全性を確保
することも欠かせません。学
校全体で学びのウエルビーイ
ングが生まれるように、個の
側面と集団の側面から学習状
況に応じた声かけ等の支援の
工夫を考えてみましょう。 

児童生徒に小さな成功体験を積ませ、その子なりの努力や成長を認めましょう。 

クロス集計 


